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京
都
市
西
北
に
そ
び
え
る
霊
峰
、
愛

宕
山
。
そ
こ
に
か
つ
て
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

が
走
っ
て
い
た
こ
と
を
知
る
人
は
、
も

は
や
少
数
派
か
も
し
れ
な
い
。
何
せ
営

業
し
て
い
た
の
は
昭
和
4
年
か
ら
19
年

ま
で
の
15
年
間
で
あ
り
、
80
年
以
上
も

昔
の
話
と
な
る
と
、
世
の
中
の
記
憶
が

風
化
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
の
痕
跡
は
、
今
も
愛
宕
山
の

山
中
に
ひ
っ
そ
り
と
残
さ
れ
て
い
る
。

清
滝
か
ら
愛
宕
神
社
へ
の
表
参
道
を

登
り
、
水
尾
別
れ
か
ら
少
し
進
ん
で
、

右
側
の
杉
木
立
に
分
け
入
る
と
、
愛
宕

山
ケ
ー
ブ
ル
（
愛
宕
山
鉄
道
鋼
索
線
）

の
愛
宕
駅
跡
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。

深
閑
と
し
た
森
の
中
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
鉄
筋
の
浮
き
出
た
、
お
化
け
屋
敷
の

よ
う
な
駅
舎
跡
に
突
如
出
く
わ
せ
ば
、

誰
も
が
衝
撃
を
受
け
ず
に
は
お
ら
れ
ま

い
。
愛
宕
山
ケ
ー
ブ
ル
の
軌
道
は
、
山

麓
の
清
滝
川
駅
か
ら
７
合
目
の
愛
宕
駅

ま
で
の
約
2
㌔
㍍
で
、
途
中
ト
ン
ネ
ル

が
６
つ
も
あ
り
、
当
時
東
洋
一
の
長
さ

と
宣
伝
さ
れ
て
い
た
。

愛
宕
山
ケ
ー
ブ
ル
開
業
の
３
カ
月
前

に
は
、
愛
宕
山
鉄
道
平
坦
線
が
開
通
し

て
い
る
。
平
坦
線
は
嵐
電
嵐
山
駅
の
北

側
ホ
ー
ム
を
起
点
と
し
、
い
っ
た
ん
東

へ
向
か
っ
た
後
、
山
陰
線
（
現
J
R
嵯

峨
野
線
）
を
築ち

く

堤て
い

で
越
え
て
北
に
進
み
、

清
滝
ま
で
の
約
4
㌔
㍍
を
つ
な
い
で
い

た
。
現
在
の
清
滝
道
（
府
道
29
号
線
お

よ
び
１
３
７
号
線
）
は
、平
坦
線
の
ル
ー

ト
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
て
お
り
、
試

こ
こ
ろ
み
と
う
げ

峠

384

鳥
越 

一
朗

歴
史
の
足
跡
を
訪
ね
て（
4
）

幻
の
愛
宕
山
ケ
ー
ブ
ル
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を
抜
く
交
互
通
行
の
清
滝
ト
ン
ネ
ル

は
、
こ
の
間
が
単
線
だ
っ
た
平
坦
線
由

来
の
も
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
当
時

京
都
市
街
か
ら
は
、
嵐
電
、
愛
宕
山
鉄

道
平
坦
線
、
愛
宕
山
ケ
ー
ブ
ル
を
乗
り

継
げ
ば
、
難
な
く
愛
宕
山
に
登
れ
た
の

で
あ
る
。

愛
宕
山
に
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
設
さ
れ
た

理
由
に
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て

の
観
光
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
同
時
期
に
生

駒
山
、
比
叡
山
で
も
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が

走
り
始
め
て
い
る
。
愛
宕
駅
付
近
に
は
、

ホ
テ
ル
（
愛
宕
山
ホ
テ
ル
）
や
遊
園
地
、

ス
キ
ー
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
。
ホ
テ

ル
は
多
く
の
宿
泊
客
で
に
ぎ
わ
い
、
遊

園
地
に
は
巨
大
な
回
転
飛
行
塔
が
設
け

ら
れ
、
機
上
か
ら
は
遠
く
生
駒
山
辺
り

ま
で
眺
め
ら
れ
た
と
い
う
。

も
と
も
と
愛
宕
山
に
は
火
伏
の
神
を

祀ま
つ

る
愛
宕
神
社
が
あ
り
、古
く
か
ら
「
伊

勢
に
七
度
、
熊
野
に
三
度
、
愛
宕
山
へ

は
月
参
り
」
と
い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
、
多

く
の
参
拝
者
を
集
め
て
い
た
。
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
は
参
拝
者
の
足
と
も
な
り
、
７

月
31
日
の
千
日
詣
の
時
な
ど
は
、
夜
通

し
臨
時
便
を
走
ら
せ
て
い
た
よ
う
だ
。

で
は
な
ぜ
、
愛
宕

山
ケ
ー
ブ
ル
は
廃
止

さ
れ
た
の
か
。
そ
れ

は
太
平
洋
戦
争
の
影

響
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
不
要
不
急
（
こ

の
言
葉
、
近
年
復
活

の
感
が
あ
る
）
の
施

設
と
し
て
、
平
坦
線

と
も
ど
も
営
業
停
止

を
命
じ
ら
れ
、
レ
ー
ル

な
ど
の
鉄
材
は
軍
事
用

に
拠
出
さ
れ
た
の
だ
。

ケ
ー
ブ
ル
の
廃
止
に
伴

い
、
ホ
テ
ル
も
遊
園
地
も
ス
キ
ー
場
も
、

当
然
の
ご
と
く
撤
退
し
た
。
平
坦
線
の

清
滝
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
、
軍
用
機
製
造

工
場
が
つ
く
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
ほ
ど

な
く
終
戦
を
迎
え
る
。

愛
宕
山
ケ
ー
ブ
ル
同
様
、
同
時
期
に

廃
止
に
な
っ
た
各
地
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

の
多
く
は
戦
後
復
活
し
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
愛
宕
山
ケ
ー
ブ
ル
は
そ
の

チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
現
在
、

愛
宕
山
ホ
テ
ル
跡
は
駅
舎
よ
り
荒
廃
が

激
し
く
、
基
礎
と
石
張
り
壁
が
残
る
の

み
。
遊
園
地
や
ス
キ
ー
場
の
跡
は
、
森

林
や
草
原
に
変
貌
し
て
い
る
。
か
つ
て

の
に
ぎ
わ
い
を
思
う
と
、
戦
争
の
無
益

さ
と
人
の
営
み
の
儚は

か
な

さ
を
嘆
か
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
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